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2015年度
スローガン
今こそ、経営者の
責任を果たし、

「人を生かす経営」を実践し、
地域からあてにされる
企業をめざそう！

◇同友会理念◇
⃝同友会3つの目的⃝
良い会社をつくろう
良い経営者になろう
良い経営環境をつくろう
この目的実現に向けて
「地域社会と共に歩む」
中小企業の自覚をもち
「自主・民主・連帯」
の精神で企業経営と
会運営を行うことです。
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　10月22,23日に松山全日空ホテルにて労使見解４０周年であり、愛媛同友会創立30周年
でもある今年に第18回障害者問題全国交流会in
愛媛（障全交）を行いました。
　テーマは「共に学び、共に働き、共に暮らす地
域を創る！～うちらならやれるけん、ほやけんが
んばろや～」。今回は同友会初めての取り組みで障
がいを持った当事者の方々にもご参加いただくた
めに特別分科会も設け、全国41同友会と中同協か
ら総勢631名が参加し、大盛会となりました。
　今月号の会報誌は速報のみとし、来月号を障全
交特集号として2日間の様子を紹介します。

＜速報！！＞第１８回障害者問題全国交流会
in愛媛を開催しました！！

全国41同友会と中同協から、631名が参加！！
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会報誌をよりよくするためにご意見やご感想をください。

中四国初の障害者問題
全国交流会の開催でした
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第４期新入社員フォローアップ研修

　９月26日㈯松山市総合コミュニティセン

ターにて、今年３月に行いました第４期合同

入社式に参加した新入社員を対象にした第

４期新入社員フォローアップ研修を共同求

人委員会主催で開催致しました。８社16名が

参加し、半年間の失敗や学びを共有し、チー

ムビルディング等について学びました。

　第４期新入社員フォローアップ研修は、午

前と午後の２部に分かれ、午前中には木曽千

草さん（愛媛同友会会員・共同求人委員）に

講師を務めていただき、入社してからの半年間を振り返る内容で行いました。午後からは牧野真雄さん（愛媛同友会

会員・共同求人委員）が講師を務め、「仕事について」や「チームについて」が学べる内容でした。

　

　参加新入社員の皆さんにご回答いただいた振り返りシートの感想を一部紹介致します。

　

◇チームとして成長していくには、

全員の意識が変わるべきなのだ

と思いますが、一人変わることに

よって他者にも影響していくと

いうことが学べたので、会社とい

うチームの一員として、まず自分

が変わるように意識したいです。

◇チーム力を成長させるために先

輩たちとコミュニケーションを

図り協力し合いたいと思います。

◇仲間とのやりとりをどうしたら

できるかみんなで考え、言い合ったり、意見を聞いたり仕事でもそれは大事なことだと思いました。

◇チームが成長するために自分が何をするべきか自己主張だけでなく周りの意見もとりいれて協力しチーム、支所の

みんなに信頼される社員になれるよう努力します。

◇チームワーク、チーム力を身につけることや成長することの大切さを学びとてもよかったです。

◇今回の研修で、チームの中で意見を聞いたり、自分の考えを主張したりすることの大切さを学びました。

◇分からないことは先輩に聞いて、その上で自分のやり方、意見を考え、回りに自ら発信できていけたらと思います。

◇今のチーム力の向上、この研修で学んだことを自分に取り入れ、実践していきます。また、このような機会があれ

ば参加したいです。

◇変わらないと思っていたら何も変わらないし、変わると思えば変えられるということを学びました。

　

　愛媛同友会では2012年から合同入社式を行い、2013年には全国共同求人交流会を行い、産学連携を進めながら共同

求人活動に取り組んでいます。

文責：伊井　達哉（愛媛同友会　事務局員）

８社16名が参加しました

講師（午後）の牧野真雄さん講師（午前）の木曽千草さん
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　2016年４月に愛媛大学が新設する文理融合の社会共創学部の記念シンポジウム
愛媛大学シンポジウム「地域社会を共に創造する人材の育成～社会共創学部にお
ける教育の新展開～」が10月16日に愛媛大学で開催されました。
　国（文部科学省）や企業、自治体（県・市・町）、大学、高校などの関係者の約
200人が、地域の課題解決に向け活躍する人材育成の仕組みづくりについて議論を
深めました。
　主催者を代表して大橋裕一・愛媛大学学長が挨拶。続いて、吉田光成・文部科
学省高等教育局・国立大学法人支援課企画官が挨拶しました。

＜世の中に求められる人材とは・・・肯定できる人間＞
　第１部は、４人の講師が基調講演を行いました。最初に「都市の未来を形づく
る主役になる」をテーマに伊藤香織・東京理科大学理工学部教授が「国内外の例
を挙げて都市に対して当事者意識と共に誇りや愛情を持つ『シビックプライド』の理念」を紹介しました。
　次に、眞田茂人・定非営利活動法人日本サーバント・リーダーシップ協会理事長が「地域社会再生に求められるサー
バント・リーダーシップ」と題して講演。
　続いて、山下一行・愛媛県企画振興部地域振興局長が「愛媛県諸地域の現状と課題」と題して、講演。
　最後に、鎌田哲雄・愛媛県中小企業家同友会専務理事が「これからの地域・社会・世の中を担う人間育成とは」を
テーマに講演。企業が求める人材として「①無関心・否定的な人間ではなく、『世の中や人間を肯定する人間』、②依
存・強制・権力を振りかざす精神を持った人間ではなく、『自主・自律・自立・自由の精神を持った人間』、③逆らえな
い人間ではなく『おかしいものは、おかしいと言える人間。言うべきことを言える人間』④不見識ではなく、『見識・
見解を持った人間』」を育成するのが大学の最大の価値と使命と強調しました。
　来年４月社会共創学部長就任予定の西村勝志・愛媛大学社会共創学・設置準備室長教授が「社会共創学部が育成す
る人材と教育」をテーマに、新学部の特色やカリキュラムを紹介しました。

＜大学の使命・価値とは・・・・生き抜く理想を獲得する＞
　第２部では、「地域社会を創造する教育のあり方」をテーマに若林良和・愛媛大学社会共創学部設置準備副室長教授、
榊原正幸・愛媛大学社会共創学部設置準備室教授を加えた６人で教育のあり方について総合討論を行いました。
　地域社会に求められる人材に必要な要素として、産業衰退や過疎化などの現状を文系・理系の多角的視点から総合的
に判断する『課題解決思考力』や地域の関係者（ステークホルダー）と尊重し協働する『サーバント・リーダーシッ

プ』を挙げた。
　また、教職員が果たすべき役割として、鎌田
哲雄専務理事は「学生だけではなく教職員も現
場に足を運び、学内の非常識を点検する社会性
を身につけて欲しい」、「ブラック企業とホワイ
ト企業（人を生かす経営を実践している企業）
を見極めて学生の進路指導する力を獲得するこ
とが大切」、「大学は本来、学生が学ぶ場である。
中途半端な戦力を身につけるのではなく、人間
として『生き抜く理想』を学生時代にしっかり
と学生が獲得できる力を見につけさせるのが教
職員の価値と使命」との発言を行いました。

　最後に徐祝旗・社会共創学部設置準備室教授が閉会挨拶を行いました。
　なお、愛媛県中小企業家同友会は愛媛大学社会共創学部の産学官連携のステークホルダーの構成員です。

　文責：伊井　達哉（愛媛同友会事務局員）

地域社会が求める人材とは・・・教育の役割とあり方を問う！
～愛媛大学・社会共創学部新設シンポジウムが開催。鎌田哲雄専務理事が講演～

シンポジウムには約200人が参加

講師を務めた鎌田哲雄専務理事



4

松山支部9月例会伊予・松前支部９月例会

　伊予松前支部9月例会は今治
支部より、有限会社三和興産代
表取締役の渡部伸哉さんにご登
壇いただきました。
　渡部さんはお父上に懇願され
家業を継ぐことに。東京の大手
建設会社を経て、2003年に入社
されました。
　同友会で学んだ経営計画書を
作成し、従業員の前で発表する
も当時は受け入れらなかったそ
う。しかし年々それは進化して

いき、A4サイズだった計画書も今期からはポケットサ
イズに変更。就業中は肌身離さず携帯するように改良さ
れておりました。
　数年前、会社の年表（数値目標・人員計画等）を作成
した際に、近い将来定年退職される方が多いことに気付
いた渡部さんは2011年より定期採用を開始されました。
それに伴い、就業規則・社員教育マニュアル・評価制度
を見直すことに。
　新卒を採用することのメリットは
１、技術の伝承
２、社内の風土がよくなる。
３、経営者の考え方が変わる。
以上３点であるとのこと。
　しかしある従業員からの苦言・同友会の仲間からのお
叱りをうけ、渡部さんは形だけよくしようとして、中身
(人)がともなっていなかったことに気付いたそうです。
自分が変わろうとしないのに、会社や従業員は変わりま
せん。それから従業員との対話の時間を増やし、コミュ
ニケーションを密にとるように変わっていきました。
　渡部さんのリーダシップの元、従業員とともに人と会
社が共に発展していく、そんな決意を感じた発表でした。
寄稿：山崎　剛さん（協和パックス㈱／伊予・松前支部）

障害者雇用が継続する「鍵」は企業・
家庭・支援機関（者）の連携
～一人の社員として働き続けるために～

求人活動で企業を変える　人を育てる企業文化づくり
～求人は社員教育の第一歩、新卒採用で自社の何が変わったか？～

　松山支部9月例会は、10月に
行われる障全交のプレ報告を兼
ねて、阿部修一さんに「共に暮
らす～一人の社員として働き続
けるため～」というテーマでご
報告を頂きました。
　阿部さんは愛媛大学教育学部
特別支援学校の教員として約30
年間生徒の進路指導を担当し、
多くの生徒の就職の道を切り開
いてきました。
　ある日、一人の生徒が退職

をする際に発した「ぼくこの会社が好きで働き続けた
い！」という言葉に阿部さんは違和感を持ちました。そ
の後、経営者の方とお話をする中で、企業側は「障害者
をひとりの社員として見ていないのではないか。そのこ
とが継続して働くことを阻んでいるのではないか。障害
者を守るルールや理念があれば継続して働き続けるこ
とができるのではないか。」と感じ、就職した生徒とそ
のご家族、生徒を採用した企業の就労に関する実態調査
を行うことを決めたそうです。
　その調査を通して見えてきたことは離職率が高い企
業は「経営サイドと本人サイドの離職理由の違いが多
い」ということ、一方離職率が低い企業は「経営サイド
が障害者の特性を全社員が理解していく仕組みがあっ
た」ということでした。時代が経つにつれて障害者に対
する世間のイメージは徐々にプラス方向に向いている
そうですが、障害を待たれている方が一人の人間として
働き続けるためには、会社の生産性よりも社員一人ひと
りの人間性を重視し、障害を理解し、社員を育てる仕組
みづくりや配慮がもっともっと必要だということを学
びました。
寄稿：浅川　信介さん（スマイルライフ松山中央店/松山支部第3地区会）

●日　程／９月14日㈪　　●参加人数／29名
●会　場／松前総合文化センター

■報告者　渡部 伸哉  氏
　有限会社三和興産　代表取締役
　（愛媛県中小企業家同友会　理事・社員教育委員長）

●日　程／９月15日㈫　　●参加人数／59名
●会　場／えひめ共済会館

■報告者　阿部 修一  氏
　愛媛大学人事課環境整備室　室長
　（愛媛県中小企業家同友会　会員）

報告者の阿部修一さん
報告者の渡部伸哉さん

障害者問題全国交流会のプレ報告を兼ねて行いました参加者数は29名でした



5

東温支部９月例会四国中央支部９月例会

　四国中央支部の9月の例会は
愛媛県中小企業家同友会理事・
障害者委員長で一般社団法人い
きる代表理事会長の北野賢三さ
んにご報告いただきました。
　北野さんご自身も交通事故に
より障害者になられ、自ら就労
することの難しい経験をされた
ことで雇用型障害者就労支援事
業所を立ち上げられました。自

社で直接雇用し育成教育をして一般企業へ転職支援を
行う。健常者の方を雇い入れてでも大変なのに障害者で
するとなるとたくさんの問題が出てきたと思います。
　ですが、転職者が出ることで、在職者のやる気が上が
り、より良い仕事をするようになり、社内に新陳代謝が
起こり、常にフレッシュな社風が維持できるとお話され
ていてすばらしいなと思いました。
　また、障害を持った方の真剣に働いている姿をみて、
経営者自らが自分の甘えに気づき、反省し、先ず、自分
自身が変わることができると学びました。
　今回、北野さんのお話を聞いて気づいたことは、人を
雇い、人を育てて会社を経営していくことに障害者も健
常者も違いはないということです。大切なことは、自社
がどのような使命で仕事をしていく会社なのかをきち
んと成分化し、理念を共有し、共に育とうとすることだ
と思いました。たくさんの学びを頂きありがとうござい
ました。
寄稿：石川　淳子さん（㈲エム・ジェイ・エム／四国中央支部）

「憧れの存在になるために・・・経営者として
何を学び、実践しなければならないのか？～
戦後70年の歩みと私たちの立ち位置と役割～」

　東温支部９月例会は、９月25
日㈮東温市商工会館で開催され
ました。
　「憧れの存在になるために・・・
経営者として何を学び、実践し
なければならないのか？～戦後
70年の歩みと私たちの立ち位置
と役割～」のテーマで、鎌田哲
雄・愛媛県中小企業家同友会専
務理事の魂の報告を拝聴した。
　日本の財閥といわれている企
業から中小企業を守る独占禁止

法からの歴史的背景、お隣の国韓国の財閥中心の経済と
の違いなどの報告を聴いた。こういった歴史的背景か
ら、日本国の中で我々中小企業がどのように事業を展開
していくべきなのかの哲学が多く学べた報告でした。
　また、中小企業が元気な国の一例として高級ブランド
が数多く存在する、イタリアの中小企業がなぜ地域の人
たちに愛され存続し続けているのかや、企業家が顧客を
創っていく為には何が必要なのかなど、同友会の理念に
基づいた報告もありました。
　日本経済の歴史もたんたんと積み重なってきている
が、愛媛同友会の歴史についても今回の報告では多く触
れられていました。報告を聴きながらではありました
が、私自身が地域に何ができるのか、何を必要とされて
いるのか、憧れの存在になるための方向性は間違ってい
ないか？など、今一度思い考え直すチャンスを頂いた例
会でもありました。
　会社経営に今必要だと言われているのは、業務のス
キルや能力だけではなく人財育成だといわれています
が、昨今の日本でも人の手によって人の命が奪われる
ニュースをよく耳にします、このような事件をなくす為
にも企業家精神の鍛練を続けなければならないと感じ
ました。

寄稿：束村　温輝さん（はるき観光／東温支部）

●日　程／９月17日㈭　　●参加人数／22名
●会　場／ホテルグランフォーレ

■報告者　北野 賢三  氏
　一般社団法人いきる　代表理事会長
　（愛媛県中小企業家同友会　理事・障がい者委員会委員長）

社員と共に育つ経営者
～社員を見て気づかされたこと～

●日　程／９月25日㈮　　●参加人数／15名
●会　場／東温市商工会館

■報告者　鎌田 哲雄  氏
　愛媛県中小企業家同友会　専務理事

報告者の鎌田哲雄さん報告者の北野賢三さん

失敗を教訓にして法則化することと熱弁する鎌田さんグループ討論では障害者雇用（受け入れ）について議論しました
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豆
の
こ
と
な
ら

何
で
も

ご
相
談
下
さ
い

株式
会社志賀商店
愛媛県西条市今在家 921 番地
TEL:0898-64-1333
HP:http://shiga-mame.co.jp

今治支部9月例会

　今月、今治支部は義農味噌
株式会社代表取締役で愛媛同
友会代表理事の田中正志さん
に報告していただきました。
　田中さんは「愛媛の麦みそ
文化を伝承発展させる」とい
う経営理念のもと、地元に目
を向けた個性ある商品開発で

オンリーワン企業の経営者として活躍されています。
　今日に至るまでの、大変為になる貴重な学びをお話しい
ただきました。今回のテーマは「失敗から何を学び、どう
克服してきたか」という切り口での報告です。
　社員さんとの関係では、自分が実績を挙げなくては着い
てきてくれず、社員の声を聞いて時間がかかっても成長を
待ってあげる姿勢が大切であることを学んだそうです。
　味噌の味が悪くなる、いわゆる蔵癖（くらぐせ）という
問題が1991年に起こりました。蔵癖は、いわば微生物の反
乱であるとも言え、製造過程の隅々まで見直し、それを解
決するまで６年の歳月が掛ったそうです。忙しさのあま
り、掃除をないがしろにするなどの悪い習慣をそこで見
直し、今では工場はいつでも清潔でピカピカだそうです。
大切なことは、そういう色々な問題に対し、社長自身が率
先して取り組み、範を示しながら、社員を巻き込み全社一
丸で理念に沿った経営が行えるように、社員とともに学べ
る環境を、田中さんが作り上げたことだと感じました。
　失敗を失敗のまま放っておいては大きな損失です。失敗
から見えてくるのは自分の弱さや、勉強不足です。それ
を貴重な経験とし、それをきっかけに新たに取り組める
チャンスと見れば自分の
成長につながります。日々
是成長と、田中さんを見習
い、キラリと光る中小企業
目指し、経営者として学び
は続いて行くんだなあ。実
るほど頭を垂れた、田中さ
んの大きさに感心し、今治
にお越しいただき感謝の
秋の夜長の例会でした。

寄稿：河上　顕一さん（かしまや／今治支部幹事）

●日　程／９月28日㈪　　●参加人数／16名
●会　場／今治地域地場産業振興センター

■報告者　田中 正志  氏
　義農味噌株式会社　代表取締役
　（愛媛県中小企業家同友会　代表理事）

出会いと学びを経営に生かす
～多くの失敗をバネにして～

【参加費】全６講　１社35,000円（１社３名まで）
※第２講（合宿）の宿泊・食事代は、お１人15,000円
（１泊２食付）

【受講条件】原則、全講義参加をお願いします。
※経営指針は、理念・方針・計画の体系です。１講
義欠席すると、全体像が把握できません。

※第２講の「経営理念合宿」への参加は必須です。
※社員のみの参加は不可とします。経営者もしくは
後継者が一緒に受講ください。

※詳細は案内チラシにてご確認ください。

同友会に入会された方は、
� 必ず経営指針を作成しましょう！

お問い合わせ・・・愛媛県中小企業家同友会　
Tel：（089）968−3112　Fax：（089）968−3107

お申し込みお待ちしております!!

参加者募集

講義の組み立て
第１講　ガイダンス

◦セミナーのねらい、全体を通して
何を学ぶか

第２講　経営理念
（合宿：今治湯ノ浦ハイツ）
◦なぜ経営指針が必要なのか？
◦経営指針の体系図、経営理念を考
える（講義・演習・グループ討論）

第３講　経営方針・経営戦略を考える
第４講　経営計画・経営計画と実践
第５講　社内への浸透（PDCA）・社内運用

の方法
第６講　経営指針発表会

2015年度　
経営指針成文化セミナー

報告者の田中正志さん（右）
と座長の越智堅太郎さん

グループ討論の様子
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北　　　店／松山市本町５丁目７－７　　　TEL：089－911－0329㈹
南　　　店／松山市和泉北２丁目３－22　  TEL：089－947－2050㈹
市 駅 前 店／松山市湊町５丁目５－５　　　TEL：089－998－2555㈹
松山国道11号店／愛媛県松山市中村2丁目 39－2　  TEL：0120－366－329　  
愛大・松大前店／愛媛県松山市平和通2丁目 5－81F　  TEL：0120－006－329

全てのお部屋、引越費用０円システム好評中 !!

松山国道11号店／愛媛県松山市中村2丁目 39－2
ＴＥＬ：0120－366－329
ＦＡＸ：089－948－8700

アパマンショップ
ＴＥＬ：0120－006－329
ＦＡＸ：089－989－6389

“県内中小企業、従業員の不足が顕著、景況感は踊り場も先行きは厳しい見通し”

　第50回愛媛大学・愛媛県中小企業家同友会 景況調
査（EDOR：イードール）の7～9月期の調査結果
を10月8日㈪に判定会議を行い、10月13日㈫に記者
発表を行いました。今回の回答企業数は142社でした。
　調査結果の詳細につきましては愛媛同友会のホー
ムページに報告書を掲載していますのでそちらをご
覧ください。

第50回（2015年度7-9月期）調査要旨
　前回調査（2015年度4-6月期）は、前同期比にお
いて、消費税増税直後の時点との比較であったため、
すべての項目において景況感が好転する結果となり
ました。前回、前々回調査は、前年同期比の比較時
点が消費増税の直前と直後であったため、その影響
が強く出た結果でした。今回の調査は、消費税増税
の影響がようやく薄れた結果であるが、各DI値につ
いては好転と悪化が交じる結果となりました。
　今回の調査においては、前期比でDI値が好転し、
前年同期比では売上高、自社業況判断DIにおいて悪
化する結果となりました。前年同期比で売上高DIが
悪化しているにもかかわらず、採算（経常利益）DI
が好転した理由については、以前と比較して仕事の
選択肢の幅が広がったことが挙げられるという意見
が判定会議の場で複数出されました。この意見は前
回、前々回の判定会議でも出されており、県内中小
企業が、採算がとれる仕事を選択することができる
ような経済環境にあると考えられ、業況を判断する
上で好材料であるといえます。全体として、県内中
小企業の景気は引き続き比較的堅調に推移している
と考えられますが、自社業況判断DIが前年同期比で
悪化していること、また採算水準DIがほぼ横ばいで
推移していることから、力強さには欠け、踊り場的
状況にあると考えられます。

＜経営上の問題点＞
　今回の調査では、「従業員の不足」を経営上の問題
点として挙げる企業が最も多く、42.2％という結果
となりました。従業員の不足を経営上の問題点とし
て挙げる企業の割合は、ここ1年間は比較的高い水
準にあったが、40％を超え、最も高い項目として挙
げられたのは調査開始依頼初めてです。県内中小企
業が慢性的な人手不足の状況にあることはこれまで
の調査で示してきましたが、比較的好調に推移して

いる経済環境を背景に、新たに人材を雇用しようと
考えている企業も多いと考えられます。現在、愛媛
同友会では共同求人をはじめとして、積極的に採用
活動を実施しているところであるが、県内の中小企
業が適切な人材を確保するのは引き続き厳しい状況
にあるため、定期的な雇用確保のため早急に手を打
つ必要があります。「仕入単価の上昇」を経営上の問
題点として挙げる企業の割合も約30％（29.6％）と、
従業員の不足に次いで高い結果となりました。原油
価格は安定的に下げ止まっており、前回調査からは
減少しましたが、仕入単価の上昇を経営上の問題点
として挙げる企業の割合はここ数年高い傾向にあり、
円安の影響等、今後も注視する必要があります。「同
業者相互の価格競争の激化」や「民間需要の停滞」
を経営上の問題点として挙げる企業の割合は比較的
低い水準にとどまっています。
　経営上の力点については、「新規受注の確保」を挙
げる企業の割合が最も高い結果となったが（43.9％）、
今回の調査では「人材確保」や「社員教育を挙げる
企業の割合が高い結果となりました（41.7％）。これ
は、先に経営上の問題点として挙がられた「従業員
の不足」を受けての結果と考えられます。前回調査
と同様、今回の調査でも人材の確保や、社員の教育
に力を入れる企業が多い結果となりました。
　以上の結果から、今回の調査では、前期比におい
てDI値は好転しましたが、前年同期比ではDI値は好
転した項目、悪化した項目、ほぼ横ばいの項目が混
在する結果となりました。経営上の問題点としては
従業員の不足を挙げる企業が最も多く、民間需要の
停滞を挙げる企業が低い水準にあることから、県内
中小企業の景況感は悪くないものの、踊り場的な状
況にあると判断しました。

文責：伊井　達哉（愛媛同友会　事務局員）

～第50回愛媛大学・愛媛県中小企業家同友会　景況調査（EDOR：イードール）報告～

左から桑波田健さん、曽我亘由先生、宇高将仁さん
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代表取締役　篠  原  治  行
〒791-1102  愛媛県松山市来住町1433番地
Tel：（089）958-0150　FAX：（089）958-0152

　
三
十
周
年
企
画「
同
友
会
で
俳
友
会
」の
第
二
回
の
兼
題「
秋
の
空
」に
、十
五
句
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
沢
山
の
ご
投
句
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広
報
情
報
化
委
員
会
で
厳
正
に
審
査
し
、
最
優
秀
句
一
句
、
優
秀
句
三
句
、
を
選
句
し
ま
し
た
。

　最
優
秀
句

　

秋
の
空
今
日
は
ど
こ
ま
で
走
ろ
う
か　
　

中
村　

剛
さ
ん
（
㈱
コ
ピ
ー
愛
媛
／
東
温
支
部
）

　
マ
ラ
ソ
ン
の
練
習
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
ツ
ー
リ
ン
グ
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
ド
ラ
イ
ブ
で
し
ょ
う
か
。
色
々
な
シ
ー
ン
を

想
像
で
き
て
面
白
い
で
す
。
ど
の
シ
ー
ン
で
あ
っ
て
も
作
者
一
人
の
意
志
に
よ
っ
て
「
ど
こ
ま
で
走
ろ
う
か
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
一
人
の
自

由
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
自
由
を
演
出
し
て
い
る
の
が
「
秋
の
空
」
な
の
で
す
。

　優
秀
句

　

縁
側
に
駒
音
高
く
秋
の
空　
　

中
村　

剛
さ
ん
（
㈱
コ
ピ
ー
愛
媛
／
東
温
支
部
）

　
縁
側
で
無
言
で
将
棋
を
指
す
二
人
。
駒
音
だ
け
が
縁
側
に
高
く
響
い
て
い
る
。
ふ
と
将
棋
盤
か
ら
目
を
離
し
て
見
上
げ
る
と
、
秋
の
空
が
気
持
ち
よ
く
広

が
っ
て
い
る
。
静
寂
と
、
秋
の
冷
気
と
、
凝
視
し
た
盤
か
ら
秋
空
を
見
上
げ
る
視
線
の
動
き
と
、
聴
覚
、
触
覚
、
視
覚
に
訴
え
る
作
品
で
す
。

　

稜
線
の
碧
（
あ
お
）
雲
の
赤
秋
の
空　
　

中
村　

剛
さ
ん
（
㈱
コ
ピ
ー
愛
媛
／
東
温
支
部
）

　「
秋
の
空
」
と
い
う
と
日
中
の
高
く
青
い
空
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
夕
暮
れ
時
の
秋
の
空
も
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
す
。「
秋
夕
焼
」
と
い
う
季
語
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
使
わ
ず
「
雲
の
赤
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
赤
く
染
ま
っ
た
雲
に
焦
点
が
当
た
り
ま
す
。
上
五
の
「
稜
線
の
碧
」
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
素
敵
で
す
。

　

秋
空
に
挑
み
し
赤
の
花
群
生　
　

本
田　

美
紀
さ
ん
（
㈲
オ
ル
ソ
本
田
／
松
山
支
部
第
３
地
区
会
）

　「
挑
み
し
」の「
し
」は
、過
去
の
助
動
詞「
き
」の
連
体
形
に
な
り
ま
す
。
で
す
の
で
、「
秋
空
に
挑
ん
で
い
た
赤
い
花
の
群
生
で
あ
る
よ
」と
解
釈
で
き
ま
す
。

日
中
空
に
挑
む
か
の
よ
う
に
力
強
く
赤
色
を
呈
し
て
い
た
花
の
群
生
を
、
夜
鑑
賞
し
て
い
る
。「
秋
空
」
と
い
う
季
語
の
本
意
を
維
持
し
つ
つ
、
夜
の
景
色

を
描
い
て
い
ま
す
。

　

�

講
評
：
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大
輔
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ん
（
広
報
情
報
化
委
員
）

　
第
四
回
　
一
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兼
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　「
初
日
の
出
」
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

締
め
切
り
　
十
一
月
　
三
十
　
日

　
第
五
回
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月
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兼
題
　「
春
浅
し
」　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

締
め
切
り
　
十
二
月
　
三
十
一
日

　
第
六
回
　
三
月
号
　
　
兼
題
　「
遍
路
」（
お
遍
路
、
遍
路
笠
、
遍
路
杖
、
遍
路
道
、
遍
路
寺
、
遍
路
宿 

も
可
）	

締
め
切
り
　
　
一
月
　
三
十
一
日

 

同
友
会
で
俳
友
会

〜
第
二
回
　
結
果
発
表
〜
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銀天街ショッピングビル ！ 階
定休日：水曜日

絵本とおもちゃの専門店です。 

年齢に合わせたご紹介もしております。 

ぜひお気軽にお越しくださいね♪ 

（9/18〜10/27）新入会員ご紹介・会員消息 （７名）

高松　秀光（たかまつ　ひでみつ）
1967年４月2０日生まれ　松山支部第1地区会
高松石油㈱　代表取締役　ガソリンスタンド
〒791-8005　松山市東長戸四丁目1-33
TEL(089)925-6228　FAX(089)924-3790
紹介者／NPO法人 家族支援フォーラム 米田　順哉

大西英一郎（おおにし　えいいちろう）
1963年9月13日生まれ　松山支部第2地区会
プルデンシャル生命保険㈱松山支社　エグゼクティブ・ライフプランナー　生命保険
〒790-0003　松山市三番町4-9-6　NBF松山日銀前ビル10F
TEL(089)947-8030　FAX(089)947-8040
紹介者／(同)テクノロジープロダクツ　金子　司郎

阿部　修一（あべ　しゅういち）
1952年11月9日生まれ　松山支部第1地区会
愛媛大学 総務部 人事課 環境整備室　室長　障害者雇用による大学構内の清掃
〒790-8577　松山市文京町3番
TEL(089)927-9033　FAX(089)927-9027
紹介者／NPO法人 家族支援フォーラム 米田　順哉

米田衣美子（よねだ　えみこ）
1970年8月20日生まれ　松山支部第2地区会
百の獅子　代表　飲食業
〒790-0002　松山市二番町1丁目5-2　古唐人松山館Ⅱ３F
TEL(090)7146-4248
紹介者／(同)テクノロジープロダクツ　金子　司郎

丸山　　武（まるやま　たけし）
1971年11月8日生まれ　松山支部第3地区会
㈲マル　代表取締役　飲食業
〒790-0002　松山市二番町2丁目3-3
TEL(089)913-0806　FAX(089)931-8890
紹介者／上田消防建設㈱松山店　正岡　尚起

福島　栄希（ふくしま　ひでき）
1984年1月7日生まれ　松山支部第1地区会
小冨士運送㈱　代表取締役　運送業
〒791-8006　松山市安城寺町729-1
TEL(089)978-3077　FAX(089)978-3803
紹介者／服部製紙㈱　服部　豊正

乗松　功治（のりまつ　こうじ）
1978年2月10日生まれ　松山支部第1地区会
㈲乗松工務店　後継者　建設業、設計
〒791-0111　松山市上伊台町622
TEL(089)977-5222　FAX(089)977-5798
紹介者／愛媛同友会　大北　雅浩

「
I
T
と
依
存
症
」

N
P
O
法
人
こ
こ
ろ
塾

　
村
　
松
　
つ
　
ね

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
は
ま
り
、
仕
事
に
は
行
っ
て
い
る
け

れ
ど
も
家
族
は
崩
壊
状
態
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
学
校
に
行
か
な

い
ど
こ
ろ
か
部
屋
か
ら
出
な
く
な
っ
た
中
高
生
。
交
流
サ
イ
ト

か
ら
金
儲
け
話
に
だ
ま
さ
れ
続
け
る
高
齢
者
な
ど
ネ
ッ
ト
依
存

の
問
題
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
は
ま
る
背
景
に
は
、
ゲ
ー
ム
の
途
中

で
抜
け
に
く
い
と
い
う
事
情
や
ゲ
ー
ム
に
よ
り
得
ら
れ
る
達
成

感
、
人
に
頼
ら
れ
る
快
感
等
が
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
職

場
の
人
間
関
係
に
悩
む
社
会
人
が
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
は

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
周
り
か
ら
称
賛
を
得
る
満
足
を

手
放
せ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ゲ
ー

ム
に
過
度
に
依
存
し
た
結
果
は
、
引
き
こ
も
り
や
成
績
の
低
下
、

社
会
人
で
は
勤
務
中
の
過
剰
な
ネ
ッ
ト
使
用
や
欠
勤
の
問
題
が

お
こ
り
、
友
人
や
家
族
と
の
関
係
は
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
依
存
に
特
化
し
た
治
療
法
は
ま
だ
な
い
の
で
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
な
ど
他
の
依
存
症
の
治
療
法
を
応
用
し
ま
す
。
そ

の
結
果
ネ
ッ
ト
依
存
か
ら
解
放
さ
れ
た
男
性
は
「
今
ま
で
何
を

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
」
と
浦
島
太
郎
状
態
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
う
つ
病
と
ネ
ッ
ト
依
存
の
関
係
で
は
、
ネ
ッ
ト
依
存
が
う
つ

病
を
治
り
に
く
く
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
休
職
中

に
ネ
ッ
ト
漬
け
か
ら
ネ
ッ
ト
依
存
へ
。「
職
場
で
う
つ
が
疑
わ

れ
る
場
合
に
は
、　
　

ネ
ッ
ト
依
存
を
疑
う
必
要
も
あ
る
時

代
に
な
り
ま
し
た
。

依
存
症
は
誤
っ
た
ス

ト
レ
ス
解
消
法
の
結

果
で
す
。
職
場

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
一
つ
で
あ

る
セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
で
は
、

き
ち
ん
と
睡
眠
を

と
っ
て
い
る
か
の

確
認
と
合
わ
せ

て
ス
ト
レ
ス
対

処
法
の
学
び
も
重

要
で
す
。 27
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201５年度_愛媛同友会　第６回理事会　議事録
【日時】　2015年9月24日㈭　18時30分～21時　【会場】　アイテムえひめ
【出席者】　理事：17名　報告者：1名　オブザーバー：1名　事務局員：2名
【委任状提出】15通　【議長】篠原治行　【議事録作成者】伊井達哉
開会に先立ち、大北雅浩・事務局長から出欠状況と委任状提出状況の報告がありました。

開会挨拶：服部豊正・代表理事
　愛媛新聞に鎌田哲雄専務理事のコメントが掲載されていますが、
集団的自衛権を認める法案が国会で通りました。私たちも政治に関
心を持ち発言できるようになることが必要だと思います。社会情勢
等も学んでいきましょう。
　また、障害者問題全国交流会まで１か月を過ぎました。目標参加
者数までまだ到達していません。共に声をかえて大成功と言えるよ
う頑張っていきましょう。
　今日は香川同友会から明石光喜代表理事に来ていただいています。
企業づくりと同友会づくりを共に実践されている明石さんから学び、
実践していきましょう。

報告・承認事項
	 ＜報告事項＞

１．正副代表理事会議・各本部・各支部・各委員会からこの間の報
告が各担当者からありました。		 ２．中村時広 愛媛県知事表敬訪問実施の報告が大北雅浩事務局長か
らありました。

＜参加者＞　平野啓三、鎌田哲雄、北野賢三、杉本太一
＜内　容＞　第18回障害者問題全国交流会in愛媛への来賓臨席

の依頼
　　　　　　→第１日目全体会でご挨拶をいただくことを了承

いただきました
３．第18回障害者問題全国交流会の活動報告が各担当者からありま

した。
⑴工程表の報告
　工程表に書かれている大まかな流れは現状工程表通りに進行

していることを確認しました。
⑵役割分担表の報告
⑶グループ長・グループ発表者の報告
⑷愛媛と全国の参加登録の現状報告
⑸全体リハーサルへの参加のお願い
　日時：９月29日㈫ 18時30分　　会場：松山全日空ホテル
⑹記者発表開催の報告
　日時：10月６日㈫ 11時　　　　会場：番町記者クラブ
⑺愛媛経済レポート掲載の報告
　９月28日㈪発行号に障害者問題全国交流会特集のページを掲載

予定
４．中小企業振興基本条例に関する活動報告が篠原治行 地域づくり

本部長、米田順哉 副専務理事からありました。
⑴９月16、17日　　宮城同友会の東温市視察報告
⑵９月30日、10月１日　　奈良同友会東温市・松山市条例視察

案内予定
５．全国・他団体行事の報告が大北雅浩 事務局長からありました。
６．第５次中期ビジョンについての進捗状況の報告が平野啓三 代表

理事からありました。
当初12月に完成予定としていましたが、現在の進捗等を考慮し、
３月までにまとめ、総会での発表に変更するとの報告がありま
した。

７．第11回四国地方連携交流会の報告が大北雅浩 事務局長からあり
ました。

日　時：11月16日㈪ 13時30分～19時30分
会　場：ホテルグランフォーレ
テーマ：人を生かす経営の企業経営と同友会の実践・交流

８．その他
⑴愛媛県立みなら特別支援学校からの企業向け学校公開セミナー

参加の依頼が中周作 理事からありました。愛媛県立みなら特
別支援学校 校長は障害者問題全国交流会にも参加されます。 

⑵新聞報道記事について大北雅浩 事務局長から報告がありました。
①労働者派遣法の改正について
②安全保障関連法案の採決について
①②について、愛媛新聞社からコメントを求められ、鎌田哲雄 

専務理事が対応しました。

＜承認事項＞
１．前回理事会から今回までの会員数の推移及び入会・退会の承認

をしました。
入会：５名、退会：５名、会員数：460名（期首：450名）

＜学習会＞
■ テーマ：企業経営と同友会運動は車の両輪
� ～企業づくりと同友会づくりはどのように繋がったか～
■ 報告者：明石光喜氏　明石建設株式会社
　　　　　　　　　　　 代表取締役／香川同友会　代表理事
　　　　　 ※報告主旨内容を掲載します

香川同友会は設定した数値目標に向けて会員数を伸ばし
てきました。数値目標に目が行き、入会させることが目
的になりがちになってしまっていました。本来、入会さ
せることや会員数を伸ばすことが目的ではなく、入会し
た会社、経営者がどう変革していくのか、そして地域社
会に何ができるのかが重要であることを認識。同友会の
入口となりえることが多いのは例会。香川同友会は例会
の質を向上させることに力を入れています。増強運動を
通して、私自身も「企業経営と同友会運動を不離一体」
として価値あるものとして実践しています。

⑴会員増強への提案が杉本太一 同友会づくり本部長からありま 
した。

　新入会員への対策
　○新入会員オリエンテーションを10月から実施する。
　○紹介者並びに支部三役・幹事による新会員訪問を実施する。
（次回理事会で提案）

⑵討論テーマ：①企業づくりと同友会づくりをどのように繋げ
ているのか、繋げればよいのか。

　　　　　　　②増強に繋げるために、上記をどのように実践
するのか。

閉会挨拶：伊藤俊一郎・副代表理事
　	
　皆さんお疲れ様でした。会員増強に光が見えた学習会であったの
ではないでしょうか。例会は同友会にとって代表的な商品であると
思います。まずは良い例会をつくることが重要だと感じました。会
員同士が接するは例会が基礎です。例会がきっかけとなって同友会
自体をより良くしていきましょう。そしてまずは目先の障害者問題
全国交流会に向かって頑張っていきましょう。



究 極 の 挑 戦 者
昔ながらの尾道中華そば
麺 屋 十 銭

究 極 の 挑 戦 者

昔ながらの尾道中華そば
麺 屋 十 銭
〒790‒0004 愛媛県松山市大街道２丁目３‒１５

携 帯　０８０‒５６６９‒０８６５

有限会社矢野商事（矢野質店）
住所:松山市花園町2番地3　電話:089ｰ941ｰ4044

別注・取付家具
リフォーム・インテリア家具

〒791ｰ1113　愛媛県松山市森松町135番地1
TEL(089)976ｰ2679　FAX(089)976ｰ 6493
E-mail：info@abe-mokkou.jp
URL：http://abe-mokkou.jp

弁護士法人
四国の躍進は地域企業と法律家の連携で

愛媛県弁護士会所属　代表弁護士／吉村紀行・和田資篤

☎ 089－907－5601
愛媛県　大洲事務所

たいよう

☎ 0893－59－0353
愛媛県　松山事務所



重信店（フジグラン重信内）・松山店（フジグラン松山内）
松前店（エミフルＭＡＳＡＫＩ内）・新居浜店（フジグラン新居浜内）
葛島店（フジグラン葛島内）・野市店（フジグラン野市内）

垣生店（パルティフジ垣生内）・砥部店（パルティフジ砥部内）

とんび家

おかず村

〒791－0216  東温市野田３丁目８－５
ＴＥＬ・ＦＡＸ 089－964－0313

マキフーズ有限会社


